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一

．

は

じ

め

に

 

河

内

潟

の

ウ

ォ

ー

タ

ー

フ

ロ

ン

ト

瓜

生

堂

遺

跡

は

縄

文

時

代

に

始

ま

り

弥

生

時

代

に

大

規

模

な

集

落

を

形

成

し

、

河

内

潟

が

河

内

湖

、

淵

と

変

化

す

る

と

共

に

終

焉

を

迎

え

る

が

、

そ

の

伝

統

文

化

は

後

世

ま

で

続

い

た

遺

跡

で

あ

る

。

数

次

に

わ

た

る

河

内

潟

南

岸

の

瓜

生

堂

遺

跡

及

び

周

辺

遺

跡

を

発

掘

調

査

さ

れ

た

す

る

報

告

集

が

、

大

阪

府

文

化

財

セ

ン

タ

ー

、

東

大

阪

市

教

育

委

員

会

か

ら

随

時

刊

行

さ

れ

て

き

た

。

過

日

、

河

内

の

郷

土

文

化

サ

ー

ク

ル

主

催

の

「

城

東

サ

ロ

ン

」

に

お

い

て

話

題

提

供

を

す

る

機

会

が

あ

り

、

こ

れ

ら

の

報

告

集

か

ら

あ

ら

た

め

て

「

瓜

生

堂

遺

跡

」

と

は

、

如

何

な

る

遺

跡

だ

っ

た

の

か

、

ま

た

、

国

の

成

り

立

ち

に

つ

な

が

る

「

饒

速

東

遷

」
「

神

武

東

征

」

と

の

関

連

に

つ

い

て

若

干

の

考

え

を

ま

と

め

た

。

 

瓜

生

堂

遺

跡

は

、

一

九

七

〇

年

か

ら

の

中

央

環

状

線

、

近

畿

自

動

車

道

工

事

に

伴

い

発

掘

さ

れ

た

遺

構

で

あ

る

。

当

初

は

東

西

一

〇

〇

〇

ｍ

×

南

北

八

〇

〇

ｍ

の

範

囲

が

想

定

さ

れ

て

お

り

大

規

模

な

方

形

周

溝

墓

域

で

七

三

基

と

い

う

数

の

多

さ

と

完

全

な

形

で

発

掘

さ

れ

た

こ

と

で

全

国

的

に

有

名

に

な

っ

た

。

そ

の

後

、

近

鉄

奈

良

線

の

連

続

高

架

工

事

に

伴

っ

た

発

掘

調

査

に

よ

っ

て

さ

ら

に

規

模

が

大

き

く

な

り

新

た

な

展

開

を

見

せ

て

い

る

。 

「

河

内

潟

」

は

縄

文

海

進

に

よ

り

大

阪

湾

が

大

き

く

生

駒

山

麓

ま

で

入

り

込

ん

で

い

た

時

代

か

ら

、

淀

川

、

古

大

和

川

の

土

砂

に

よ

っ

て

徐

々

に

陸

地

化

し

、

長

柄

砂

州

な

ど

に

よ

り

で

き

た

狭

い

水

路

か

ら

海

に

通

ず

る

潟

湖

（

せ

き

こ

）

で

、

潮

の

干

満

に

よ

っ

て

陸

地

が

現

れ

た

り

水

面

下

に

隠

れ

た

り

す

る

。

 

 

二

．

瓜

生

堂

遺

跡

の

歴

史

的

変

遷

 

（

一

）

縄

文

期

の

瓜

生

堂

遺

跡

 

Ⅰ

 

瓜

生

堂

遺

跡

は

古

大

和

川

水

系

の

縄

文

晩

期

の

河

口

部

に

河

内

潟

の

時

代

（

Ｂ

Ｃ

十

Ｃ

～

Ａ

Ｄ

二

Ｃ

前

後

）

に

発

達

し

た

集

落

で

あ

る

。

縄

文

期

の

状

況

に

つ

い

て

は

、

楠

根

川

と

第

二

寝

屋

川

の

合

流

点

の

調

査

か

ら

縄

文

晩

期

の

凸

帯

文

土

器

、

シ

ル

ト

層

の

自

然

川

底

か

ら

は

縄

文

期

の

人

、

鹿

、

水

鳥

の

足

跡

等

の

痕

跡

と

魚

な

ど

を

捕

獲

す

る

竹

を

編

ん

だ

筌

が

出

土

し

て

い

る

。

 

ま

た

、

小

阪

ポ

ン

プ

場

西

の

第

二

寝

屋

川

川

床

か

ら

は

「

幻

の

貝

塚

」

と

言

わ

れ

て

い

る

埋

蔵

物

が

検

出

さ

れ

た

が

惜

し

く

も

一

九

六

六

年

、

万

博

前

の

工

事

で

破

壊

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、
「

貝

塚

」

に

つ

い

て

は

、

幸

い

に

も

河

内

潟

の

入

り

江

に

あ

る

西

隣

り

の

宮

ノ

下

貝

塚

遺

跡

（

一

九

九

二

年

～

）

を

本

市

文

化

材

課

に

よ

り

本

格

的

な

発

掘

調

査

が

な

さ

れ

て

い

る

。

 

Ⅱ

 

宮

ノ

下

貝

塚

遺

跡

の

概

要

 

①

 

貝

塚

は

、

貝

層

二

十

㎝

～

一

ｍ

の

厚

さ

で

東

西

十

ｍ

、

南

北

 

二

五

ｍ

の

広

さ

が

あ

り

、

淡

水

産

（

セ

タ

シ

ジ

ミ

、

タ

ニ

シ

）

汽

水

産

（

カ

キ

、

ヤ

マ

ト

シ

ジ

ミ

）

の

貝

殻

。

海

水

産

（

ハ

マ

グ

リ

、

イ

シ

ダ

イ

、

サ

ワ

ラ

、

ボ

ラ

）

の

貝

や

魚

骨

と

ス

ッ

ポ

ン

の

骨

。

イ

ノ

シ

シ

な

ど

の

獣

骨

が

出

土

し

、

古

い

縄

文

時

代

か

ら

の

漁

撈

活

動

の

実

態

と

徐

々

に

淡

水

化

し

た

実

態

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

 
 

 

ま

た

、

凸

帯

文

土

器

、

縄

文

期

の

舟

橋

・

長

原

式

土

器

、

滋

賀

里

Ⅲ

式

土

器

等

が

、

そ

し

て

、

東

北

地

方

に

多

く

の

発

掘

例

の

あ

る

独

鈷

石

が

出

土

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

縄

文

晩

期

の

土

偶

が

馬

場

川

遺

跡

、

鬼

虎

川

遺

跡

、

西

の

辻

遺

跡

に

つ

い

で

出

土

し

て

い

る

。

 

②

 

次

に

、

宮

ノ

下

貝

塚

遺

跡

の

第

二

次

発

掘

調

査

報

告

書

（

一

 

九

九

六

年

）

を

見

る

と

、

宮

ノ

下

遺

跡

の

環

境

の

変

遷

が

読

み

取

れ

る

。

 
 

上

層

、

弥

生

前

期

中

葉

の

層

に

は

汽

水

の

影

響

が

あ

り

、

後

 

背

湿

地

に

稲

作

が

行

わ

れ

て

い

た

可

能

性

が

高

く

、

中

層

、

縄

文

晩

期

か

ら

弥

生

前

期

初

頭

の

層

は

、

汽

水

の

影

響

が

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。

そ

し

て

、

下

層

、

縄

文

晩

期

・

二

七

〇

〇

～

二

五

〇

〇

年

前

）

は

、

河

内

潟

南

岸

、

古

大

和

川

の

河

口

部

に

あ

た

っ

て

お

り

、

こ

の

頃

に

は

既

に

か

な

り

の

規

模

の

集

落

を

形

成

し

て

お

り

、
弥

生

前

期

の

縄

文

人
・
弥

生

人

が

混

住

し

、
徐

々

に

進

行

し

接

触

と

そ

の

深

ま

り

が

み

ら

れ

、

新

し

い

青

銅

器

文

化

、

そ

し

て

水

田

稲

作

農

耕

の

静

か

な

流

入

が

想

像

で

き

る

。

 

ま

た

、

貝

塚

上

層

か

ら

石

包

丁

が

大

量

出

土

し

て

い

る

こ

と

か

ら

大

規

模

な

稲

作

農

耕

が

発

達

し

て

い

た

で

あ

ろ

う

こ

と

が

推

量

で

き

る

。

 

河

内

潟

と

ウ

ォ

ー

タ

ー

フ

ロ

ン

ト

「
瓜
生
堂
物
語
」

 
 

南 
 

光 

弘 
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貝

塚

形

成

は

、
弥

生

中

期

中

葉
（

二

千

年

前

）
に

終

わ

る

が

、

集

落

を

あ

げ

て

の

全

面

的

稲

作

農

耕

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

は

、

中

期

後

半

の

掘

立

柱

建

物

、

杭

列

、

土

墳

墓

、

木

棺

墓

が

検

出

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

分

か

る

。

 

（

二

）

瓜

生

堂

遺

跡

の

水

田

稲

作

遺

構

 

野

生

稲

の

栽

培

は

、

最

近

の

イ

ネ

属

機

動

細

胞

硅

酸

体

・

微

化

石

（

プ

ラ

ン

ト
・
オ

パ

ー

ル

）

の

研

究

に

よ

り

、

長

江

流

域

の

河

姆

渡
（

か

ぼ

と

）

遺

跡

（

紀

元

前

五

千

年

前

）

を

起

源

と

し

て

朝

鮮

半

島

経

由

で

は

な

く

、
直

接

、

北

部

九

州

に

伝

播

し

、

長

い

年

月

を

か

け

て

吉

備

、

瓜

生

堂

、

福

万

寺

遺

跡

な

ど

に

伝

播

し

た

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

が

定

説

と

な

っ

て

き

て

い

る

。

ま

た

、

近

年

、

加

速

器

質

量

分

析

法

に

よ

る

炭

素

一

四

年

代

測

定

法

等

の

進

歩

に

よ

り

発

掘

さ

れ

た

土

器

な

ど

の

年

代

測

定

が

、

か

な

り

正

確

に

な

っ

て

き

た

と

い

う

。

例

え

ば

、

瓜

生

堂

遺

跡

か

ら

発

掘

さ

れ

た

写

真

の

土

器

（

口

径

二

〇

．

八

㎝

）

が

、

弥

生

前

期

（

今

か

ら

二

八

〇

〇

年

～

二

四

〇

〇

年

前

）

と

測

定

さ

れ

て

い

る

。（

弥

生

文

化

博

物

館

調

べ

）

従

来

弥

生

時

代

と

は

、

稲

が

栽

培

さ

れ

た

二

四

〇

〇

年

前

頃

か

ら

と

教

え

ら

れ

て

き

た

が

四

百

年

も

遡

る

こ

と

に

な

る

。

と

こ

ろ

で

、

北

九

州

の

板

付

、

夜

臼

遺

跡

は

三

〇

〇

〇

年

以

上

も

前

か

ら

野

生

稲

の

栽

培

が

行

わ

れ

て

お

り

、
大

阪

と

は

約

四

～

五

〇

〇

年

の

差

が

あ

る

こ

と

に

な

る

。 

瓜

生

堂

の

水

田

稲

作

は

、

縄

文

系

先

住

民

の

参

加

協

力

に

よ

る

吉

備

系

小

区

画

水

田

稲

作

農

耕

が

発

展

し

集

落

を

形

成

し

て

い

っ

た

。

住

居

は

、

縄

文

以

来

の

竪

穴

式

住

居

で

あ

っ

た

。

大

き

さ

は

梁

間

二

間

（

五

．

五

ｍ

）

×

桁

行

四

間

（

八

．

一

ｍ

）
。

床

面

積

四

四

㎡

の

掘

立

柱

建

物

が

一

〇

棟

以

上

の

集

落

跡

が

検

出

さ

れ

て

い

る

。

城

壁

や

壁

が

な

く

七

条

の

溝

と

各

幅

五

ｍ

深

さ

一

ｍ

の

環

濠

が

掘

ら

れ

、

土

塁

が

築

か

れ

て

い

た

よ

う

だ

。
 

 
 

こ

こ

か

ら

北

九

州

・

遠

賀

川

系

の

土

器

、

生

駒

西

麓

（

胎

土

）

産

の

土

器

、

そ

し

て

、

木

の

葉

文

彩

文

土

器

が

出

土

し

て

い

る

が

、

生

駒

西

麓

（

胎

土

）

産

の

土

器

が

使

用

さ

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

は

、

縄

文

系

集

団

の

本

拠

地

で

あ

る

生

駒

西

麓

の

集

落

と

の

日

常

的

な

交

流

が

想

像

で

き

る

。

ま

た

、

二

上

山

の

サ

ヌ

カ

イ

ト

製

の

石

鏃

（

や

じ

り

）

も

出

土

し

て

い

る

。

隣

の

若

江

北

遺

跡

か

ら

は

、

多

数

の

石

鏃

が

出

土

し

て

い

る

が

一

〇

〇

％

近

く

が

香

川

・

金

山

産

の

鋭

利

な

サ

ヌ

カ

イ

ト

製

で

あ

っ

た

。

 

（

三

）

大

洪

水

と

集

落

 

瓜

生

堂

遺

跡

と

同

時

期

か

、

や

や

先

行

す

る

瓜

生

堂

の

南

に

あ

た

る

巨

摩

廃

寺

・

若

江

北

遺

跡

は

、

縄

文

晩

期

か

ら

弥

生

前

期

へ

の

継

続

性

を

持

つ

遺

跡

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

。

土

層

略

図

に

は

、

弥

生

中

期

か

ら

後

期

（

Ｂ

Ｃ

一

Ｃ

～

Ａ

Ｄ

三

Ｃ

）

に

か

け

て

の

三

層

の

水

田

面

層

と

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

状

に

存

在

す

る

堆

積

砂

層

（

地

下

二

ｍ

）
、

方

形

周

溝

墓

・

集

落

・

水

田

遺

構

出

土

層

が

顕

れ

て

い

る

。

こ

の

土

層

略

図

か

ら

は

、

一

部

の

人

々
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は

隣

接

の

瓜

生

堂

の

東

南

部

に

移

動

し

た

で

あ

ろ

う

が

、

三

度

の

大

洪

水

と

度

々

の

洪

水

被

害

に

も

め

げ

ず

こ

の

地

を

棄

て

ず

に

 

継

続

さ

れ

た

集

落

が

存

在

し

て

い

た

こ

と

が

読

み

取

れ

る

。 

弥

生

後

期

に

入

っ

て

全

て

が

水

田

と

な

っ

た

こ

の

地

点

の

水

田

は

吉

備

型

小

区

画

水

田

で

あ

り

、

一

枚

が

五

ｍ

×

二

～

三

ｍ

程

度

の

大

き

さ

で

あ

っ

た

。
 

（

四

）

微

高

地

に

造

ら

れ

た

大

墓

域

 

Ⅰ

 

全

国

的

に

も

有

名

に

な

っ

た

方

形

周

溝

墓

大

墓

域

は

、

中

央

環

状

線

工

事

、

寝

屋

川

開

削

工

事

等

に

伴

う

発

掘

調

査

に

よ

っ

て

見

い

だ

さ

れ

た

遺

跡

で

あ

る

。

近

鉄

奈

良

線

・

第

二

寝

屋

川

・

中

央

環

状

線

が

つ

く

る

約

一

㏊

の

三

角

地

帯

に

密

集

し

た

状

態

で

墓

群

四

～

五

箇

所

が

検

出

さ

れ

全

体

で

七

三

基

に

な

っ

た

。

特

に

、

一

九

六

五

年

、

中

央

環

状

線

敷

地

の

南

北

三

〇

〇

ｍ

に

わ

た

り

散

乱

し

て

い

た

夥

し

い

土

器

片

と

遺

物

が

あ

り

、

盛

土

（

方

形

周

溝

墓

）

の

中

か

ら

大

阪

湾

型

銅

戈

の

先

端

部

が

採

取

さ

れ

て

い

る

。

 

ま

た

、

一

九

六

六

年

の

第

二

寝

屋

川

掘

削

工

事

に

伴

う

発

掘

調

査

で

は

、

組

合

せ

式

木

棺

（

コ

ウ

ヤ

マ

キ

、

ヒ

ノ

キ

）

が

、

開

削

し

た

断

面

に

露

出

し

た

状

態

で

見

つ

か

っ

て

い

る

。

 

こ

れ

ら

の

方

形

周

溝

墓

は

、

満

潮

・

大

潮

・

風

水

害

に

よ

る

氾

濫

か

ら

最

も

安

全

で

安

定

し

た

微

高

地

に

営

ま

れ

た

墓

域

で

あ

る

こ

と

、

そ

し

て

、

平

均

三

世

帯

を

葬

り

祀

っ

た

半

恒

久

墓

と

も

言

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。

 

Ⅱ

 

完

全

な

方

形

周

溝

墓

「

第

二

号

墓

」

の

出

土

 

 

大

阪

府

営

小

阪

ポ

ン

プ

場

の

地

表

下

約

三

ｍ

～

四

ｍ

の

深

さ

に

あ

る

方

形

周

溝

墓

「

第

二

号

墓

」

は

、

弥

生

中

期

後

半

（

約

二

千

年

前

）

の

遺

構

で

、

当

時

全

国

で

初

め

て

墳

丘

と

周

濠

の

全

く

損

傷

の

な

い

完

全

な

形

で

の

出

土

で

あ

っ

て

弥

生

時

代

の

墓

制

を

完

全

に

解

明

す

る

も

の

と

し

て

注

目

を

浴

び

た

。

東

西

一

〇

ｍ

・

南

北

一

五

ｍ

・

高

さ

一

．

二

ｍ

の

墳

丘

中

央

部

の

六

基

の

組

合

せ

木

棺

と

周

辺

部

の

土

坑

墓

六

基

と

甕

棺

六

基

あ

り

、

三

世

帯

の

夫

婦

と

そ

の

子

ど

も

の

家

族

墓

で

あ

っ

た

。

埋

葬

さ

れ

た

位

置

か

ら

男

性

優

位

で

あ

っ

た

こ

と

や

、

配

偶

者

は

他

集

落

か

ら

迎

え

て

い

た

こ

と

が

土

器

供

献

土

器

の

産

地

か

ら

、

他

地

域

と

の

交

流

が

読

み

取

れ

、

二

号

墳

女

性

木

棺

は

都

出

比

呂

志

氏

の

自

著

『

古

墳

出

現

前

夜

の

集

団

関

係

』

の

中

で

、

東

奈

良

の

出

自

の

被

葬

者

と

、

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

弥

生

期

の

葬

送

儀

式

の

実

態

、

厚

葬

思

想

と

盛

大

な

祭

祀

の

あ

り

方

を

窺

い

知

る

こ

と

が

で

き

る

。
し

か

し

、「

厚

葬

」
で

は

あ

る

が

、

「

威

信

材

」

の

埋

納

が

な

い

こ

と

か

ら

特

定

の

個

人

へ

の

富

の

集

中

は

見

ら

れ

ず

階

級

分

化

が

微

弱

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

 

ま

た

、

瓜

生

堂

遺

跡

、

巨

摩

廃

寺

遺

跡

か

ら

多

数

の

人

骨

が

発

掘

さ

れ

、

性

別

、

年

令

な

ど

は

特

定

さ

れ

て

い

る

。
弥

生

期

の

人

骨

に

は

、
通

説

と

し

て

、「

鏃
（

や

じ

り

）
が

刺

さ

っ

た

頭

蓋

骨

」
な

ど

を

イ

メ

ー

ジ

し

が

ち

だ

が

、

瓜

生

堂

遺

跡

か

ら

は

い

わ

ゆ

る

「

戦

士

の

墓

」

は

一

五

号

方

形

周

溝

墓

の

土

坑

墓

の

一

体

の

み

で

あ

っ

た

。

 

 

「

七

三

基

に

達

す

る

墳

丘

墓

が

出

土

し

、

既

に

破

壊

さ

れ

た

も

の

未

発

掘

、

地

に

眠

る

も

の

を

含

め

る

と

推

定

総

数

は

こ

の

数

倍

に

の

ぼ

る

」

と

、

発

掘

調

査

当

時

か

ら

も

指

摘

さ

れ

て

い

た

が

、

瓜

生

堂

遺

跡

は

弥

生

期

屈

指

の

大

集

落

で

あ

っ

た

こ

と

は

確

か

で

あ

っ

た

。

な

お

、

鬼

虎

川

遺

跡

か

ら

は

約

三

〇

基

検

出

さ

れ

て

い

る

。

 

（

五

）

交

易

の

拠

点

、

瓜

生

堂

大

規

模

集

落

 

Ⅰ

 

瓜

生

堂

遺

跡

は

、

城

壁

の

な

い

初

期

農

耕

集

落

か

ら

発

展

し

、

前

期

か

ら

少

し

移

動

し

て

い

る

が

、

弥

生

中

期

に

は

大

規

模

な

集

落

域

を

形

成

し

て

い

る

。

瓜

生

堂

遺

跡

の

指

定

範

囲

は

、
八

十

万

㎡

で

あ

る

。

人

口

は

、

池

上

曽

根

遺

跡

は

、

面

積

約

八

万

㎡

で

人

口

約

一

五

〇

〇

名

と

推

定

さ

れ

て

こ

と

か

ら

、

一

万

名

以

上

と

考

え

て

も

お

か

し

く

な

い

。

 

瓜

生

堂

遺

跡

が

大

き

く

繁

栄

し

た

源

泉

は

、

他

地

域

と

の

交

流

・

交

易

の

広

さ

が

考

え

ら

れ

る

。

 

前

述

の

「

河

内

の

土

器

」

と

「

他

地

方

の

土

器

」

を

一

緒

に

納

め

た

供

献

土

器

か

ら

は

通

婚

圏

の

広

が

り

が

読

み

取

れ

る

。

ま

た

、

讃

岐

産

、

土

佐

産

の

土

器

が

出

土

し

て

い

る

事

実

は

よ

り

広

範

囲

な

交

流

・

交

易

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

推

量

で

き

る

。

そ

し

て

、

瓜

生

堂

の

巨

大

神

殿

を

図

柄

に

描

い

た

絵

画

土

器

片

が

、

神

殿

近

く

の

祭

祀

場

に

埋

納

さ

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

考

え

ら

れ

る

こ

と

は

、

ど

の

よ

う

な

祭

祀

で

あ

っ

た

か

不

明

だ

が

、

多

く

の

人

々

が

集

い

、「

神

」
へ

の

願

い

、

自

然

へ

の

畏

敬

、

豊

穣

を

祈

る

儀

式

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

は

容

易

に

想

像

さ

れ

る

。
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瓜

生

堂

は

、

大

規

模

な

繁

栄

し

た

集

落

を

形

成

す

る

と

共

に

他

地

域

と

の

交

流

・

交

易

に

よ

っ

て

高

い

文

化

水

準

を

得

て

い

た

と

い

え

る

。
 

Ⅱ

 

大

規

模

集

落

形

成

を

可

能

に

し

た

新

家

遺

跡

 

瓜

生

堂

の

北

、

約

一

㎞

ｍ

中

央

環

状

線

と

暗

越

え

奈

良

街

道

の

交

差

点

の

北

辺

り

の

干

潮

位

汀

線

に

あ

る

遺

跡

が

新

家

遺

跡

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

発

掘

さ

れ

た

の

は

、

ア

シ

の

根

の

腐

植

土

の

微

髙

地

に

打

ち

込

ま

れ

た

数

十

本

の

杭

列

、

散

乱

す

る

弥

生

土

器

片

や

無

数

の

ヒ

ト

の

足

跡

で

あ

っ

た

。

 

干

満

に

よ

る

水

位

変

化

を

通

じ

て

利

用

で

き

る

舟

着

場

に

は

適

し

て

い

た

よ

う

だ

。

こ

こ

は

、

漁

労

基

地

と

し

て

、

漁

舟

の

仮

泊

施

設

が

あ

り

、

ま

た

、

外

洋

交

易

用

の

港

的

な

活

用

も

さ

れ

た

の

だ

ろ

う

か

。

一

種

の

水

上

生

活

区

を

形

成

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

 

 

な

お

、

久

宝

寺

南

遺

跡

か

ら

外

洋

航

海

も

可

能

と

考

え

ら

れ

る

大

き

さ

の

準

構

造

船

の

前

半

部

が

出

土

し

て

い

る

。

 

Ⅲ

 

貨

幣

「

貨

泉

」

の

出

土

 

先

進

的

な

文

化

交

流

が

行

わ

れ

、

交

易

の

窓

口

と

な

っ

て

い

た

瓜

生

堂

遺

跡

か

ら

年

代

不

明

の

「

貨

泉

」

一

枚

と

、
、

巨

摩

廃

寺

遺

跡

の

二

号

方

形

周

溝

墓

を

壊

し

て

流

れ

る

自

然

河

川

の

遺

構

面

（

弥

生

後

期

）

か

ら

、

山

陽

・

吉

備

、

瀬

戸

内

的

要

素

が

強

い

土

器

編

年

Ｖ

―

〇

様

式

の

土

器

と

共

に

、

一

枚

（

径

二

．

三

㎝

重

さ

一

．

三

ｇ

）

出

土

し

て

い

る

。

 

貨

泉

は

、

中

国

「

新

」
（

王

莽

、

紀

元

八

年

～

二

三

年

）

時

代

の

貨

幣

だ

が

、

西

日

本

中

心

に

九

九

枚

出

土

し

て

い

る

が

、

生

駒

山

よ

り

東

、
大

和

か

ら

は

一

枚

も

な

い

。 

特

徴

的

な

出

土

例

を

あ

げ

る

と

、

瓜

生

堂

に

近

い

亀

井

遺

跡

か

ら

弥

生

後

期

末

の

土

器

と

共

に

四

枚

、

吉

備

・

高

塚

遺

跡

か

ら

は

二

五

枚

貯

蔵

穴

か

ら

出

土

し

て

い

る

。

ま

た

、

北

部

九

州

・

今

宿

五

郎

江

遺

跡

の

五

枚

は

、

環

濠

上

層

の

粘

土

層

か

ら

出

土

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

貨

泉

は

い

ず

れ

も

貯

蔵

の

た

め

の

土

器

や

窪

み

か

ら

出

土

し

て

い

る

こ

と

か

ら

祭

祀

で

は

な

く

青

銅

器

製

造

の

材

料

と

し

て

、

移

入

、

輸

入

さ

れ

た

の

で

は

と

考

え

ら

れ

る

。

 

Ⅳ

 

瓜

生

堂

遺

跡

、

銅

戈

の

鋳

型

。

 

鬼

虎

川

遺

跡

、

銅

剣

の

鋳

型

 

瓜

生

堂

遺

跡

か

ら

弥

生

中

期

中

～

後

頃

の

、

大

阪

湾

型

銅

戈

ｃ

類

の

石

製

鋳

型

（

長

さ

二

四

㎝

・

幅

８

㎝

）

は

複

合

鋸

歯

文

で

同

型

の

銅

戈

が

茨

木

、

東

奈

良

で

出

土

し

て

お

り

、

瓜

生

堂

に

武

器

製

造

工

房

（

場

）

の

存

在

の

可

能

性

を

示

し

て

い

る

。

他

に

、

弥

生

中

期

の

銅

鐸

形

土

製

品

、

弥

生

中

期

の

銅

剣

形

石

剣

、

石

戈

、

鉄

斧

（

鋳

造

）

が

出

土

し

て

い

る

。

 

ま

た

、

鬼

虎

川

遺

跡

か

ら

は

、

弥

生

中

期

中

～

後

頃

の

整

地

層

か

ら

四

〇

㎝

の

和

泉

砂

岩

の

銅

剣

鋳

型

（

中

細

型

）

と

銅

鐸

、

銅

釧

の

鋳

型

が

出

土

し

て

い

る

。

銅

剣

鋳

型

の

出

土

は

田

能

遺

跡

に

次

い

で

二

例

目

で

あ

っ

た

。

 

こ

れ

ら

の

出

土

物

は

北

九

州

、

出

雲

と

の

関

係

を

知

る

上

で

貴

重

な

こ

と

で

あ

り

、
瓜

生

堂

遺

跡

は

鬼

虎

川

と

双

璧

を

な

し

、

河

内

潟

南

岸

の

弥

生

拠

点

大

集

落

、

先

進

的

な

文

化

交

流

、

交

易

の

窓

口

で

あ

っ

た

こ

と

を

如

実

に

示

し

て

い

る

。

 

 

三

．

饒

速

日

東

遷

と

神

武

東

征

 

（

一

）

瓜

生

堂

遺

跡

と

饒

速

日

東

遷

 

『

日

本

書

紀

』
『

先

代

旧

事

本

紀

』
に

瑞

宝

十

種

を

授

け

ら

れ

た

饒

速

日

が

、

天

の

磐

船

に

乗

り

天

降

り

、

河

内

国

河

上

の

哮

峰

に

降

臨

し

た

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

。

河

内

国

河

上

の

哮

峰

は

、

生

駒

山

系

の

一

峯

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

饒

速

日

に

供

に

し

た

天

香

語

山

命
（

尾

張

連

等

祖

）
、
天

太

玉

命
（

忌

部

首

等

祖

）
、

天

児

屋

命

(

中

臣

連

等

祖

)

ら

三

二

人

、

五

部

の

人

と

し

て

物

部

造

等

祖

の

天

津

麻

良

や

筑

紫

弦

田

物

部

等

祖

の

天

津

赤

星

な

ど

、

そ

し

て

、

兵

杖

を

帯

し

た

武

力

集

団

二

五

部

の

人

、

最

後

に

船

長

や

梶

取

の

名

も

記

さ

れ

て

い

る

。

船

長

は

跡

部

首

等

祖

の

天

津

羽

原

、

梶

取

は

阿

刀

造

等

祖

の

天

津

麻

良

、

船

子

は

倭

鍛

師

（

か

ぬ

ち

）

等

祖

の

天

津

眞

浦

、

笠

縫

等

祖

の

天

津

麻

占

等

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

弥

生

文

化

を

携

え

た

饒

速

日

の

ハ

イ

テ

ク

大

集

団

は

、

い

つ

、

ど

こ

に

居

を

定

め

、

生

活

を

安

定

さ

せ

た

の

だ

ろ

う

か

。

 

生

駒

山

を

東

西

に

挟

ん

だ

北

河

内

、

中

河

内

と

大

和

盆

地

に

広

が

っ

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

想

像

で

き

る

。

饒

速

日

を

祖

神

と

す

る

物

部

氏

ゆ

か

り

の

神

社

や

旧

蹟

が

数

多

く

あ

る

こ

と

か

ら

み

て

、

間

違

い

は

な

い

だ

ろ

う

。

東

大

阪

市

に

は

物

部

氏

の

祖

神

、

饒

速

日

と

、

そ

 

石 切 劔 箭 神 社 ・ 上 の 社  

 



5／5ページ 

の

子

可

美

真

手

を

祀

る

石

切

劔

箭

神

社

が

あ

り

、

そ

の

祭

祀

を

古

代

よ

り

担

っ

て

き

た

穂

積

氏

の

穂

積

神

霊

社

が

鎮

座

し

て

い

る

。

八

尾

市

に

あ

る

矢

作

神

社

、

弓

削

神

社

、

跡

部

神

社

も

饒

速

日

を

祀

っ

て

い

る

。
 

ま

た

、

饒

速

日

に

つ

な

が

る

大

雷

火

明

神

を

祭

神

と

す

る

式

内

社

若

江

鏡

神

社

、

分

祀

の

小

若

江

の

神

剣

神

社

と

友

井

の

御

剣

神

社

が

あ

り

、

い

ず

れ

も

青

銅

金

属

鋳

造

の

職

能

神

を

祀

っ

て

い

る

。

 

饒

速

日

東

遷

の

時

期

は

、

船

長

、

梶

取

の

名

が

あ

る

こ

と

か

ら

み

て

、

瀬

戸

内

を

航

海

す

る

こ

と

を

可

能

と

す

る

準

構

造

船

の

開

発

、

操

船

技

術

の

進

歩

を

待

っ

て

の

こ

と

だ

ろ

う

。

 

 

今

ま

で

述

べ

て

き

た

瓜

生

堂

遺

跡

の

具

体

的

な

動

き

、

大

規

模

集

落

の

形

成

を

み

た

と

き

、

河

内

潟

の

時

代

、

ま

だ

汽

水

の

影

響

が

残

る

弥

生

中

期

中

葉

か

ら

後

期

（

Ｂ

Ｃ

五

〇

～

Ａ

Ｄ

五

〇

）

に

か

け

て

と

考

え

ら

れ

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

 
 

（

二

）

河

内

潟

の

実

相

を

映

す

神

武

東

征

の

伝

承

 
 

『

日

本

書

紀

』

神

武

天

皇

の

条

に

「

奔

き

潮

有

り

て

太

だ

急

ぎ

に

会

い

ぬ

…

遡

流

而

上

（

か

は

よ

り

さ

か

の

ぼ

）

り

て

…

河

内

国

の

草

香

邑

の

青

雲

の

白

肩

之

津

に

…

歩

よ

り

竜

田

に

趣

く

…

孔

舎

衛

（

衙

）

坂

に

し

て

…

与

に

合

ひ

戦

ふ

」

そ

し

て

、
「

胆

駒

（

い

こ

ま

）

山

を

踰

（

こ

）

え

て

、

中

州

（

な

か

つ

く

に

）

に

入

ら

ん

と

欲

し

た

ん

と

欲

し

た

神

武

に

登

美

能

那

賀

須

泥

毘

古

は

、
「

夫

（

そ

）

れ

、

天

神

（

あ

ま

つ

か

み

）

の

子

等

の

来

ま

す

所

以

は

、

必

ず

我

が

国

を

奪

は

む

と

な

ら

む

」

と

。

 

こ

の

文

章

か

ら

、

饒

速

日

東

遷

か

ら

時

を

経

て

、

同

じ

く

北

九

州

か

ら

生

駒

山

を

め

ざ

し

た

神

武

が

大

阪

湾

か

ら

河

内

潟

に

入

っ

て

か

ら

の

情

景

描

写

、

特

に

、
「

遡

流

而

上

」

は

、

河

内

潟

の

干

潮

時

に

で

き

た

川

を

遡

り

岩

だ

ら

け

の

岸

に

船

を

着

け

た

状

況

は

、

紀

元

前

後

の

河

内

潟

の

地

形

を

知

ら

ず

に

表

現

で

き

ま

い

。

さ

ら

に

、

次

の

よ

う

な

記

述

が

あ

る

。

 

・
浪

速

国

と

も

浪

波
（

な

み

は

や

） 

・「

恩
（

う

つ

く

し

び

）
、

母

の

如

し

」
と

い

う

、

母

木

邑

（

お

も

の

き

の

む

ら

）

は

豊

浦

が

（
「

紀

」

の

注

）
・

五

瀬

命

（

い

っ

せ

の

み

こ

と

）

が

血

を

洗

い

流

し

た

と

い

う

「

龍

の

口

霊

泉

」・
傷

つ

い

た

五

瀬

命

の

血

を

洗

い

流

し

た

こ

と

か

ら

血

塗

り

の

海

が

訛

り

転

化

し

茅

渟

の

海

＝

大

阪

湾
・
孔

舎

衛
（

衙

）

坂

・

神

日

本

磐

余

彦

尊

軍

が

河

内

潟

か

ら

脱

出

す

る

「

南

方

」

は

「

南

潟

」
（

新

大

阪

付

近

）

 

 

神

武

東

征

に

つ

い

て

非

実

在

説

、

虚

構

説

も

あ

る

が

、

こ

の

よ

う

に

河

内

潟

の

状

態

を

具

体

的

に

描

く

こ

と

が

で

き

て

い

る

こ

と

か

ら

、
「

神

武

東

征

」
に

つ

い

て

何

ら

か

の

史

実

が

言

い

伝

え

ら

れ

て

お

り

、
『

日

本

書

紀

』
の

編

集

者

は

八

世

紀

の

河

内

湖

の

姿

と

「

饒

速

日

東

遷

」

の

事

実

あ

る

い

は

伝

承

と

重

ね

て

著

述

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

 

 

次

に

、
「

孔

舎

衛

（

衙

）

坂

の

戦

い

」

だ

が

、
「

戦

い

」

そ

の

 

も

の

に

具

体

性

が

な

い

。
 

「

今

我

（

や

つ

か

れ

）

は

是

日

神

の

子

孫

に

し

て

、

日

に

 

向

か

っ

て

虜

（

あ

た

）

を

征

（

う

）

つ

は

、

此

天

道

に

逆

（

さ

 

か

）

れ

り

」

と

記

述

さ

れ

て

い

る

。
 

日

の

神

の

子

孫

で

あ

る

我

々

が

日

の

出

の

方

角

に

攻

め

込

ん

 

だ

の

が

ま

ず

か

っ

た

。

と

、

深

い

後

悔

の

念

を

神

武

に

語

ら

せ

て

い

る

。

し

か

し

、

実

際

の

「

戦

い

」

は

、

ど

う

だ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

 

瓜

生

堂

と

周

辺

遺

跡

か

ら

出

土

し

た

多

数

の

讃

岐

・

金

山

産

サ

ヌ

カ

イ

ト

の

鋭

い

石

鏃

、

そ

し

て

、
「

戦

士

の

墓

」

が

極

め

て

少

な

い

こ

と

、

そ

し

て

、

狭

隘

な

「

坂

」

で

の

戦

い

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

み

て

、

大

規

模

な

戦

い

が

行

わ

れ

た

と

は

考

え

ら

れ

な

い

。

 

そ

れ

は

、

強

力

な

兵

力

を

拠

り

所

に

し

て

い

た

神

武

だ

が

、

饒

速

日

と

登

美

能

那

賀

須

泥

毘

古

連

合

、

生

駒

西

麓

・

東

麓

の

集

落

、

そ

し

て

、

河

内

潟

周

縁

の

集

落

の

人

々

か

ら

な

る

圧

倒

的

多

数

の

「

民

衆

の

兵

士

」

を

前

に

し

て

、

為

す

術

も

な

く

紀

伊

に

迂

回

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

の

で

は

と

、

考

え

ら

れ

る

。

 

 

（

三

）
「

瓜

生

堂

遺

跡

」

の

歴

史

は

、

東

大

阪

に

お

け

る

登

美

能

那

賀

須

泥

毘

古

に

代

表

さ

れ

る

「

縄

文

」

の

世

界

と

饒

速

日

に

代

表

さ

れ

る

「

弥

生

」

の

世

界

の

歴

史

的

な

展

開

を

如

実

に

示

し

て

お

り

、

興

味

が

尽

き

な

い

も

の

が

あ

る

。

 

時

代

の

大

き

な

変

革

期

に

あ

っ

て

異

な

っ

た

新

旧

の

文

化

が

互

い

に

排

除

し

合

う

の

で

な

く

、

共

存

し

な

が

ら

互

い

の

良

さ

に

学

び

豊

か

な

文

化

、

暮

ら

し

を

創

造

す

る

「

知

恵

」

を

持

つ

こ

と

の

大

切

さ

を

教

え

て

く

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

 

（

東

大

阪

文

化

材

を

学

ぶ

会

）

 

参

照

文

献

 

 

・
『

ゼ

ロ

か

ら

の

古

代

史

事

典

』

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

店

 

 

・
『

瓜

生

堂

遺

跡

Ⅰ

』
、
『

宮

ノ

下

遺

跡

Ⅰ

～

Ⅱ

』
、
『

新

家

遺

跡

Ⅰ

』

何

れ

も

大

阪

府

文

化

財

セ

ン

タ

ー

 

 
 

・
『

大

阪

遺

跡

』

大

阪

市

文

化

財

協

会

 

 

・
『

大

阪

平

野

の

成

り

立

ち

』

大

阪

平

野

の

お

い

た

ち

』

梶

山

彦

太

郞

・

市

原

実

共

著

青

木

書

店

 

 

・
『

都

市

と

神

殿

の

誕

生

』

新

人

物

往

来

社

 

 
 

・
『

日

本

書

紀

』

岩

波

書

店

 

 

・
『

先

代

旧

事

本

紀

』

新

人

物

往

来

社

 
 

 
 

 
 

 
 


